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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成21年12月17日(2009.12.17)

【公表番号】特表2009-513791(P2009-513791A)
【公表日】平成21年4月2日(2009.4.2)
【年通号数】公開・登録公報2009-013
【出願番号】特願2008-537968(P2008-537968)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  67/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  63/127    (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/521    (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  69/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  67/02    　　　　
   Ｃ０８Ｇ  63/127   　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/521   　　　　
   Ｃ０８Ｌ 101/00    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  69/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年10月26日(2009.10.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ｉ）（ａ）（ｉ）テレフタル酸残基７０～１００モル％；
　　　　　　（ｉｉ）炭素数２０以下の芳香族ジカルボン酸残基０～３０モル％；及び
　　　　　　（ｉｉｉ）炭素数１６以下の脂肪族ジカルボン酸残基０～１０モル％
を含むジカルボン酸成分；並びに
　　　　（ｂ）（ｉ）２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残
基１～９９モル％；及び
　　　　　　（ｉｉ）シクロヘキサンジメタノール残基１～９９モル％
を含むグリコール成分
を含む少なくとも１種のポリエステル；並びに
　（ＩＩ）少なくとも１種の燐酸アルキルエステル、燐酸アリールエステル、燐酸アルキ
ルアリール混成エステル、それらの反応生成物及びそれらの混合物から選ばれた少なくと
も１種の熱安定剤
を含んでなり（ここで前記ジカルボン酸成分の総モル％は１００モル％であり且つ前記グ
リコール成分の総モル％は１００モル％である）、前記ポリエステルのインヘレント粘度
が、６０／４０（ｗｔ／ｗｔ）フェノール／テトラクロロエタン中で０．２５ｇ／５０ｍ
ｌの濃度において２５℃で測定した場合に、０．３５～１．２ｄＬ／ｇであり且つ前記ポ
リエステルが８５～２００℃のＴｇを有するポリエステル組成物。
【請求項２】
　前記少なくとも１種の熱安定剤が燐酸トリアルキル、燐酸トリアリール、燐酸アルキル
ジアリール及び燐酸アルキルアリール混成エステルの少なくとも１種から選ばれる請求項
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１に記載のポリエステル組成物。
【請求項３】
　前記少なくとも１種の熱安定剤が燐酸トリアリール、燐酸アルキルジアリール及び燐酸
アルキルアリール混成エステルのうち１種から選ばれる請求項１に記載のポリエステル組
成物。
【請求項４】
　前記少なくとも１種の熱安定剤が燐酸ジブチルフェニル、燐酸トリフェニル、燐酸トリ
クレジル、燐酸トリブチル、燐酸トリ－２－エチルヘキシル、燐酸トリオクチル、イソデ
シルジフェニルホスフェート及び２－エチルヘキシルジフェニルホスフェートの少なくと
も１種から選ばれる請求項１に記載のポリエステル組成物。
【請求項５】
　前記少なくとも１種の熱安定剤が燐酸ジブチルフェニル、燐酸トリフェニル、イソデシ
ルジフェニルホスフェート及び２－エチルヘキシルジフェニルホスフェートから選ばれる
請求項１に記載のポリエステル組成物。
【請求項６】
　前記少なくとも１種の熱安定剤が燐酸トリフェニル及びメルポール（Ｍｅｒｐｏｌ）Ａ
から選ばれる請求項１に記載のポリエステル組成物。
【請求項７】
　前記少なくとも１種の熱安定剤が、前記ポリエステルの総重量に基づき、１～５０００
ｐｐｍの量で存在する請求項１に記載のポリエステル組成物。
【請求項８】
　前記少なくとも１種の熱安定剤が、前記ポリエステルの総重量に基づき、５０～３００
０ｐｐｍの量で存在する請求項１に記載のポリエステル組成物。
【請求項９】
　前記少なくとも１種の熱安定剤が、前記ポリエステルの総重量に基づき、１～１００ｐ
ｐｍの量で存在する請求項１に記載のポリエステル組成物。
【請求項１０】
　前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．３５～１．２ｄＬ／ｇである請求項９に記
載のポリエステル組成物。
【請求項１１】
　前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．３５～１ｄＬ／ｇである請求項１０に記載
のポリエステル組成物。
【請求項１２】
　前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．３５～０．７５ｄＬ／ｇである請求項１１
に記載のポリエステル組成物。
【請求項１３】
　前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．５０～１．２ｄＬ／ｇである請求項１２に
記載のポリエステル組成物。
【請求項１４】
　前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．５０～０．７５ｄＬ／ｇである請求項１３
に記載のポリエステル組成物。
【請求項１５】
　前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．５５～０．７５ｄＬ／ｇである請求項１４
に記載のポリエステル組成物。
【請求項１６】
　前記ポリエステルが８５～１４５℃のＴｇを有する請求項１又は１３に記載のポリエス
テル組成物。
【請求項１７】
　前記ポリエステルが８５～１２０℃のＴｇを有する請求項１又は１３に記載のポリエス
テル組成物。
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【請求項１８】
　前記ポリエステルが９０～１４５℃のＴｇを有する請求項１に記載のポリエステル組成
物。
【請求項１９】
　前記ポリエステルが９０～１３５℃のＴｇを有する請求項１８に記載のポリエステル組
成物。
【請求項２０】
　前記ポリエステルが９０～１２５℃のＴｇを有する請求項１９に記載のポリエステル組
成物。
【請求項２１】
　前記ポリエステルが９５～１１５℃のＴｇを有する請求項２０に記載のポリエステル組
成物。
【請求項２２】
　前記ポリエステルが１００～１８０℃のＴｇを有する請求項１又は１３に記載のポリエ
ステル組成物。
【請求項２３】
　前記ポリエステルが１００～１６０℃のＴｇを有する請求項１又は１３に記載のポリエ
ステル組成物。
【請求項２４】
　前記ポリエステルが１００～１５０℃のＴｇを有する請求項２３に記載のポリエステル
組成物。
【請求項２５】
　前記ポリエステルが１００～１２５℃のＴｇを有する請求項２４に記載のポリエステル
組成物。
【請求項２６】
　前記ポリエステルが１００～１２３℃のＴｇを有する請求項２４に記載のポリエステル
組成物。
【請求項２７】
　前記ポリエステルが１００～１２０℃のＴｇを有する請求項２６に記載のポリエステル
組成物。
【請求項２８】
　前記ポリエステルが１００～１１５℃のＴｇを有する請求項２７に記載のポリエステル
組成物。
【請求項２９】
　前記ポリエステルが１１０～１６０℃のＴｇを有する請求項１又は１３に記載のポリエ
ステル組成物。
【請求項３０】
　前記ポリエステルが１１０～１５０℃のＴｇを有する請求項１又は１３に記載のポリエ
ステル組成物。
【請求項３１】
　前記ポリエステルが１２０～１５０℃のＴｇを有する請求項１又は１３に記載のポリエ
ステル組成物。
【請求項３２】
　前記ポリエステルが１２５～１４０℃のＴｇを有する請求項１又は１３に記載のポリエ
ステル組成物。
【請求項３３】
　前記ポリエステルが１３０～１４０℃のＴｇを有する請求項１又は１３に記載のポリエ
ステル組成物。
【請求項３４】
　前記ポリエステルのグリコール成分が２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロ
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ブタンジオール残基１～８０モル％及びシクロヘキサンジメタノール残基２０～９９モル
％を含む請求項１に記載のポリエステル組成物。
【請求項３５】
　前記ポリエステルのグリコール成分が２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロ
ブタンジオール残基１～６０モル％及びシクロヘキサンジメタノール残基４０～９９モル
％を含む請求項１に記載のポリエステル組成物。
【請求項３６】
　前記ポリエステルのグリコール成分が２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロ
ブタンジオール残基１～１５モル％及びシクロヘキサンジメタノール残基８５～９９モル
％を含む請求項１に記載のポリエステル組成物。
【請求項３７】
　前記ポリエステルのグリコール成分が２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロ
ブタンジオール残基１～１０モル％及びシクロヘキサンジメタノール残基９０～９９モル
％を含む請求項１に記載のポリエステル組成物。
【請求項３８】
　前記ポリエステルのグリコール成分が２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロ
ブタンジオール残基１～５モル％及びシクロヘキサンジメタノール残基９５～９９モル％
を含む請求項１に記載のポリエステル組成物。
【請求項３９】
　前記ポリエステルのグリコール成分が２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロ
ブタンジオール残基５モル％～５０モル％未満及びシクロヘキサンジメタノール残基５０
モル％超～９５モル％以下を含む請求項１又は１３に記載のポリエステル組成物。
【請求項４０】
　前記ポリエステルのグリコール成分が２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロ
ブタンジオール残基１０モル％～５０モル％未満及びシクロヘキサンジメタノール残基５
０モル％超～９０モル％以下を含む請求項３９に記載のポリエステル組成物。
【請求項４１】
　前記ポリエステルのグリコール成分が２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロ
ブタンジオール残基１５モル％～５０モル％未満及びシクロヘキサンジメタノール残基５
０モル％超～８５モル％以下を含む請求項４０に記載のポリエステル組成物。
【請求項４２】
　前記ポリエステルのグリコール成分が２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロ
ブタンジオール残基１５～３０モル％及びシクロヘキサンジメタノール残基７０～８５モ
ル％を含む請求項４１に記載のポリエステル組成物。
【請求項４３】
　前記ポリエステルのグリコール成分が２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロ
ブタンジオール残基１５～２５モル％及びシクロヘキサンジメタノール残基７５～８５モ
ル％を含む請求項４２に記載のポリエステル組成物。
【請求項４４】
　前記ポリエステルのグリコール成分が２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロ
ブタンジオール残基１７～２５モル％及びシクロヘキサンジメタノール残基７５～８５モ
ル％を含む請求項１に記載のポリエステル組成物。
【請求項４５】
　前記ポリエステルのグリコール成分が２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロ
ブタンジオール残基４０～６５モル％及びシクロヘキサンジメタノール残基３５～６０モ
ル％を含む請求項１及び１３のいずれかに記載のポリエステル組成物。
【請求項４６】
　前記ポリエステルのグリコール成分が２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロ
ブタンジオール残基４０～６０モル％及びシクロヘキサンジメタノール残基４０～６０モ
ル％を含む請求項４５に記載のポリエステル組成物。
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【請求項４７】
　前記ポリエステルのグリコール成分が２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロ
ブタンジオール残基４０～５０モル％及びシクロヘキサンジメタノール残基４０～６０モ
ル％を含む請求項４６に記載のポリエステル組成物。
【請求項４８】
　前記ポリエステルのグリコール成分が２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロ
ブタンジオール残基４５～５５モル％及びシクロヘキサンジメタノール残基４５～５５モ
ル％を含む請求項４７に記載のポリエステル組成物。
【請求項４９】
　前記ポリエステルが１，３－プロパンジオール若しくは１，４－ブタンジオール又は１
，３－プロパンジオールと１，４－ブタンジオールとの混合物を含む請求項１に記載のポ
リエステル組成物。
【請求項５０】
　前記ポリエステルがシクロヘキサンジメタノール残基１～８０モル％を含む請求項１に
記載のポリエステル組成物。
【請求項５１】
　前記ポリエステルがシクロヘキサンジメタノール残基１～３０モル％を含む請求項１に
記載のポリエステル組成物。
【請求項５２】
　前記ポリエステルがシクロヘキサンジメタノール残基１～１５モル％を含む請求項１に
記載のポリエステル組成物。
【請求項５３】
　前記ポリエステルがシクロヘキサンジメタノール残基１～１０モル％を含む請求項１に
記載のポリエステル組成物。
【請求項５４】
　前記ポリエステルのジカルボン酸成分がテレフタル酸又はそのエステル８０～１００モ
ル％を含む請求項１に記載のポリエステル組成物。
【請求項５５】
　前記ポリエステルのジカルボン酸成分がテレフタル酸又はそのエステル９０～１００モ
ル％を含む請求項１に記載のポリエステル組成物。
【請求項５６】
　前記ポリエステルのグリコール成分がエチレングリコール残基を含む請求項１又は５４
に記載のポリエステル組成物。
【請求項５７】
　前記ポリエステルの２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残
基が純粋なシス、純粋なトランス又はそれらの混合物である請求項１に記載のポリエステ
ル組成物。
【請求項５８】
　前記２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基が２，２，４
，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基４０～６０モル％及びトランス
－２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基４０～６０モル％
を含む混合物である請求項１に記載のポリエステル組成物。
【請求項５９】
　ポリ（エーテルイミド）、ポリフェニレンオキシド、ポリ（フェニレンオキシド）／ポ
リスチレンブレンド、ポリスチレン樹脂、ポリフェニレンスルフィド、ポリフェニレンス
ルフィド／スルホン、ポリ（エステル－カーボネート）、ポリカーボネート、ポリスルホ
ン、ポリスルホンエーテル、ポリ（エーテル－ケトン）、請求項１に記載のポリエステル
以外のポリエステル及びそれらの混合物のうち少なくとも１種のポリマーを含む請求項１
に記載のポリエステル組成物。
【請求項６０】
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　前記ポリエステル組成物が少なくとも１種のポリカーボネートを含む請求項１に記載の
ポリエステル組成物。
【請求項６１】
　前記ポリエステル組成物が前記ポリエステル用の分岐剤を含む請求項１に記載のポリエ
ステル組成物。
【請求項６２】
　前記ポリエステルが、前記ポリエステルの総重量に基づき、０．０１～１０重量％の量
で分岐剤を含む請求項６１に記載のポリエステル組成物。
【請求項６３】
　前記ポリエステルが、前記ポリエステルの総重量に基づき、０．０１～５重量％の量で
分岐剤を含む請求項６２に記載のポリエステル組成物。
【請求項６４】
　前記ポリエステルが前記ポリエステル用の分岐剤を含まない請求項１に記載のポリエス
テル組成物。
【請求項６５】
　前記ポリエステル組成物がポリカーボネートを含まない請求項１に記載のポリエステル
組成物。
【請求項６６】
　前記ポリエステルの溶融粘度が、回転メルトレオメーターで２９０℃において１ラジア
ン／秒で測定した場合に、３０，０００ポアズ未満である請求項１に記載のポリエステル
組成物。
【請求項６７】
　前記ポリエステルが非晶質である請求項１に記載のポリエステル組成物。
【請求項６８】
　前記ポリエステルが１７０℃において５分より長い半結晶化時間を有する請求項１に記
載のポリエステル組成物。
【請求項６９】
　前記ポリエステルが２３℃において１．２ｇ／ｍｌ未満の密度を有する請求項１に記載
のポリエステル組成物。
【請求項７０】
　前記ポリエステル組成物が着色剤、離型剤、請求項１に記載した熱安定剤以外の熱安定
剤、可塑剤、成核剤、ＵＶ安定剤、ガラス繊維、炭素繊維、充填剤、耐衝撃性改良剤又は
それらの混合物の少なくとも１種の添加剤を含む請求項１に記載のポリエステル組成物。
【請求項７１】
　前記ポリエステルを、錫化合物を含む重縮合触媒を用いて、製造する請求項１に記載の
ポリエステル組成物。
【請求項７２】
　前記ポリエステルが、ＡＳＴＭ　Ｄ２５６に従って厚さ１／８インチのバーを用いて１
０ｍｉｌのノッチによって２３℃で測定した場合に、少なくとも３ｆｔ－ｌｂｓ／ｉｎの
ノッチ付きアイゾッド衝撃強度を有する請求項１に記載のポリエステル組成物。
【請求項７３】
　前記ポリエステルが、ＡＳＴＭ　Ｄ２５６に従って厚さ１／４インチのバーを用いて１
０ｍｉｌのノッチによって２３℃で測定した場合に、少なくとも３ｆｔ－ｌｂｓ／ｉｎの
ノッチ付きアイゾッド衝撃強度を有する請求項１又は１３に記載のポリエステル組成物。
【請求項７４】
　前記ポリエステル組成物を押出成形によって成形する請求項１に記載のポリエステル組
成物を含む製造品。
【請求項７５】
　前記ポリエステル組成物を押出延伸ブロー成形によって成形する請求項１に記載のポリ
エステル組成物を含む製造品。
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【請求項７６】
　前記ポリエステル組成物を射出成形によって成形する請求項１に記載のポリエステル組
成物を含む製造品。
【請求項７７】
　前記ポリエステル組成物を射出ブロー成形によって成形する請求項１に記載のポリエス
テル組成物を含む製造品。
【請求項７８】
　前記ポリエステル組成物を射出延伸ブロー成形によって成形する請求項１に記載のポリ
エステル組成物を含む製造品。
【請求項７９】
　製造品がボトルである請求項１に記載のポリエステル組成物を含む製造品。
【請求項８０】
　製造品が水用ボトルである請求項１に記載のポリエステル組成物を含む製造品。
【請求項８１】
　製造品が２リットルボトルである請求項１に記載のポリエステル組成物を含む製造品。
【請求項８２】
　製造品が飲料用ボトルである請求項１に記載のポリエステル組成物を含む製造品。
【請求項８３】
　製造品が哺乳瓶である請求項１に記載のポリエステル組成物を含む製造品。
【請求項８４】
　少なくとも１つの取っ手を含むボトルである請求項１に記載のポリエステル組成物を含
む製造品。
【請求項８５】
　フィルム又はシートを含む請求項１に記載のポリエステル組成物を含む製造品。
【請求項８６】
　前記ポリエステルのグリコール成分が２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロ
ブタンジオール残基４０～６５モル％及びシクロヘキサンジメタノール残基３５～６０モ
ル％を含み且つ前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．６～０．７２ｄＬ／ｇである
哺乳瓶である請求項１に記載のポリエステル組成物を含む製造品。
【請求項８７】
　ビュッフェ・スチームパン又はトレイを含む請求項１、１３及び２３～２７のいずれか
１項に記載のポリエステル組成物を含む製造品。
【請求項８８】
　（Ｉ）（ａ）（ｉ）テレフタル酸残基７０～１００モル％；
　　　　　　（ｉｉ）炭素数２０以下の芳香族ジカルボン酸残基０～３０モル％；及び
　　　　　　（ｉｉｉ）炭素数１６以下の脂肪族ジカルボン酸残基０～１０モル％
を含むジカルボン酸成分；並びに
　　　　（ｂ）（ｉ）２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残
基１５～４０モル％；及び
　　　　　　（ｉｉ）シクロヘキサンジメタノール残基６０～８６モル％
を含むグリコール成分
を含む少なくとも１種のポリエステル；並びに
　（ＩＩ）少なくとも１種の燐酸アルキルエステル、燐酸アリールエステル、燐酸アルキ
ルアリール混成エステル、燐酸アルキルアリール混成エステル、それらの反応生成物及び
それらの混合物から選ばれた少なくとも１種の熱安定剤
を含んでなり（ここで前記ジカルボン酸成分の総モル％は１００モル％であり且つ前記グ
リコール成分の総モル％は１００モル％である）、前記ポリエステルのインヘレント粘度
が、６０／４０（ｗｔ／ｗｔ）フェノール／テトラクロロエタン中で０．２５ｇ／５０ｍ
ｌの濃度において２５℃で測定した場合に、０．３５～１．２ｄＬ／ｇであり且つ前記ポ
リエステルが１１０～１６０℃のＴｇを有するポリエステル組成物。
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【請求項８９】
　前記少なくとも１種の熱安定剤が燐酸トリアルキル、燐酸トリアリール、燐酸アルキル
ジアリール及び燐酸アルキルアリール混成エステルの少なくとも１種から選ばれる請求項
８８に記載のポリエステル組成物。
【請求項９０】
　前記少なくとも１種の熱安定剤が燐酸トリアリール、燐酸アルキルジアリール及び燐酸
アルキルアリール混成エステルの少なくとも１種から選ばれる請求項８８に記載のポリエ
ステル組成物。
【請求項９１】
　前記少なくとも１種の熱安定剤が燐酸ジブチルフェニル、燐酸トリフェニル、燐酸トリ
クレジル、燐酸トリブチル、燐酸トリ－２－エチルヘキシル、燐酸トリオクチル、イソデ
シルジフェニルホスフェート及び２－エチルヘキシルジフェニルホスフェートの少なくと
も１種から選ばれる請求項８８に記載のポリエステル組成物。
【請求項９２】
　前記少なくとも１種の熱安定剤が燐酸ジブチルフェニル、燐酸トリフェニル、イソデシ
ルジフェニルホスフェート及び２－エチルヘキシルジフェニルホスフェートから選ばれる
請求項８８に記載のポリエステル組成物。
【請求項９３】
　前記少なくとも１種の熱安定剤が燐酸トリフェニル、メルポール（Ｍｅｒｐｏｌ）Ａ及
び２－エチルヘキシルジフェニルホスフェートの少なくとも１種から選ばれる請求項８８
に記載のポリエステル組成物。
【請求項９４】
　前記少なくとも１種の熱安定剤が、前記ポリエステルの総重量に基づき、１～５０００
ｐｐｍの量で存在する請求項８８に記載のポリエステル組成物。
【請求項９５】
　前記少なくとも１種の熱安定剤が、前記ポリエステルの総重量に基づき、１～１００ｐ
ｐｍの量で存在する請求項８８に記載のポリエステル組成物。
【請求項９６】
　前記少なくとも１種の熱安定剤が、前記ポリエステルの総重量に基づき、５０～２５０
０ｐｐｍの量で存在する請求項８８に記載のポリエステル組成物。
【請求項９７】
　前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．３５～１ｄＬ／ｇである請求項８８に記載
のポリエステル組成物。
【請求項９８】
　前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．３５～０．７５ｄＬ／ｇである請求項８８
に記載のポリエステル組成物。
【請求項９９】
　前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．５０～１．２ｄＬ／ｇである請求項８８に
記載のポリエステル組成物。
【請求項１００】
　前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．５０～０．７５ｄＬ／ｇである請求項８８
に記載のポリエステル組成物。
【請求項１０１】
　前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．５５～０．７５ｄＬ／ｇである請求項８８
に記載のポリエステル組成物。
【請求項１０２】
　前記ポリエステルが１１０～１６０℃のＴｇを有する請求項８８に記載のポリエステル
組成物。
【請求項１０３】
　前記ポリエステルが１１０～１５０℃のＴｇを有する請求項８８に記載のポリエステル
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組成物。
【請求項１０４】
　前記ポリエステルが１２０～１５０℃のＴｇを有する請求項８８に記載のポリエステル
組成物。
【請求項１０５】
　前記ポリエステルのグリコール成分が、２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シク
ロブタンジオール残基２０～４０モル％及びシクロヘキサンジメタノール残基６０～８０
モル％を含む請求項８８に記載のポリエステル組成物。
【請求項１０６】
　前記ポリエステルのグリコール成分が２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロ
ブタンジオール残基３０～４０モル％及びシクロヘキサンジメタノール残基６０～７０モ
ル％を含む請求項８８に記載のポリエステル組成物。
【請求項１０７】
　前記ポリエステルのグリコール成分が２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロ
ブタンジオール残基２５～４０モル％及びシクロヘキサンジメタノール残基６０～７５モ
ル％を含む請求項８８に記載のポリエステル組成物。
【請求項１０８】
　前記ポリエステルのグリコール成分が２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロ
ブタンジオール残基２５～３５モル％及びシクロヘキサンジメタノール残基６５～７５モ
ル％を含む請求項８８に記載のポリエステル組成物。
【請求項１０９】
　前記ポリエステルのグリコール成分が２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロ
ブタンジオール残基３０～３５モル％及びシクロヘキサンジメタノール残基６５～７０モ
ル％を含む請求項８８に記載のポリエステル組成物。
【請求項１１０】
　前記ポリエステルが１，３－プロパンジオール若しくは１，４－ブタンジオール又は１
，３－プロパンジオールと１，４－ブタンジオールとの混合物を含む請求項８８に記載の
ポリエステル組成物。
【請求項１１１】
　前記ポリエステルのジカルボン酸成分がテレフタル酸又はそのエステル８０～１００モ
ル％を含む請求項８８に記載のポリエステル組成物。
【請求項１１２】
　前記ポリエステルのジカルボン酸成分がテレフタル酸又はそのエステル９０～１００モ
ル％を含む請求項８８に記載のポリエステル組成物。
【請求項１１３】
　前記ポリエステルのグリコール成分がエチレングリコール残基を含む請求項８８に記載
のポリエステル組成物。
【請求項１１４】
　ポリ（エーテルイミド）、ポリフェニレンオキシド、ポリ（フェニレンオキシド）／ポ
リスチレンブレンド、ポリスチレン樹脂、ポリフェニレンスルフィド、ポリフェニレンス
ルフィド／スルホン、ポリ（エステル－カーボネート）、ポリカーボネート、ポリスルホ
ン、ポリスルホンエーテル、ポリ（エーテル－ケトン）、請求項１に記載のポリエステル
以外のポリエステル及びそれらの混合物の少なくとも１種のポリマーを含む請求項８８に
記載のポリエステル組成物。
【請求項１１５】
　前記ポリエステル組成物が少なくとも１種のポリカーボネートを含む請求項８８に記載
のポリエステル組成物。
【請求項１１６】
　前記ポリエステル組成物が前記ポリエステル用の分岐剤を含む請求項８８に記載のポリ
エステル組成物。
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【請求項１１７】
　前記ポリエステルが、前記ポリエステルの総重量に基づき、０．０１～１０重量％の量
で分岐剤を含む請求項８８に記載のポリエステル組成物。
【請求項１１８】
　前記ポリエステルが前記ポリエステル用の分岐剤を含まない請求項８８に記載のポリエ
ステル組成物。
【請求項１１９】
　前記ポリエステル組成物がポリカーボネートを含まない請求項８８に記載のポリエステ
ル組成物。
【請求項１２０】
　前記ポリエステル組成物が着色剤、離型剤、請求項８３に記載した熱安定剤以外の熱安
定剤、可塑剤、成核剤、ＵＶ安定剤、熱安定剤、ガラス繊維、炭素繊維、充填剤、耐衝撃
性改良剤又はそれらの混合物の少なくとも１種の添加剤を含む請求項８８に記載のポリエ
ステル組成物。
【請求項１２１】
　前記ポリエステルを、錫化合物を含む重縮合触媒を用いて、製造する請求項８８に記載
のポリエステル組成物。
【請求項１２２】
　前記ポリエステルが、ＡＳＴＭ　Ｄ２５６に従って厚さ１／８インチのバーを用いて１
０ｍｉｌのノッチによって２３℃で測定した場合に、少なくとも３ｆｔ－ｌｂｓ／ｉｎの
ノッチ付きアイゾッド衝撃強度を有する請求項８８に記載のポリエステル組成物。
【請求項１２３】
　製造品がボトルである請求項８８に記載のポリエステル組成物を含む製造品。
【請求項１２４】
　製造品が水用ボトルである請求項８８に記載のポリエステル組成物を含む製造品。
【請求項１２５】
　製造品が哺乳瓶である請求項８８に記載のポリエステル組成物を含む製造品。
【請求項１２６】
　少なくとも１つの取っ手を含むボトルである請求項８８に記載のポリエステル組成物を
含む製造品。
【請求項１２７】
　フィル又はシートを含む請求項８８に記載のポリエステル組成物を含む製造品。
【請求項１２８】
　（Ｉ）（ａ）（ｉ）テレフタル酸残基７０～１００モル％；
　　　　　　（ｉｉ）炭素数２０以下の芳香族ジカルボン酸残基０～３０モル％；及び
　　　　　　（ｉｉｉ）炭素数１６以下の脂肪族ジカルボン酸残基０～１０モル％
を含むジカルボン酸成分；並びに
　　　　（ｂ）（ｉ）２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残
基；１０～３０モル％；及び
　　　　　　（ｉｉ）シクロヘキサンジメタノール残基７０～９０モル％
を含むグリコール成分
を含む少なくとも１種のポリエステル；並びに
　（ＩＩ）少なくとも１種の燐酸アルキルエステル、燐酸アリールエステル、燐酸アルキ
ルアリール混成エステル、燐酸アルキルアリール混成エステル、それらの反応生成物及び
それらの混合物から選ばれた少なくとも１種の熱安定剤
を含んでなり（ここで前記ジカルボン酸成分の総モル％は１００モル％であり且つ前記グ
リコール成分の総モル％は１００モル％である）、前記ポリエステルのインヘレント粘度
が、６０／４０（ｗｔ／ｗｔ）フェノール／テトラクロロエタン中で０．２５ｇ／５０ｍ
ｌの濃度において２５℃で測定した場合に、０．３５～１．２ｄＬ／ｇであり且つ前記ポ
リエステルが８５～１２０℃のＴｇを有するポリエステル組成物。
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【請求項１２９】
　前記ポリエステルのグリコール成分が２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロ
ブタンジオール残基１５～２４モル％及びシクロヘキサンジメタノール残基７６～８５モ
ル％を含む請求項１２８に記載のポリエステル組成物。
【請求項１３０】
　前記少なくとも１種の熱安定剤が燐酸トリアルキル、燐酸トリアリール、燐酸アルキル
ジアリール及び燐酸アルキルアリール混成エステルの少なくとも１種から選ばれる請求項
１２８に記載のポリエステル組成物。
【請求項１３１】
　前記少なくとも１種の熱安定剤が燐酸トリアリール、燐酸アルキルジアリール及び燐酸
アルキルアリール混成エステルの少なくとも１種から選ばれる請求項１２８に記載のポリ
エステル組成物。
【請求項１３２】
　前記少なくとも１種の熱安定剤が燐酸ジブチルフェニル、燐酸トリフェニル、燐酸トリ
クレジル、燐酸トリブチル、燐酸トリ－２－エチルヘキシル、燐酸トリオクチル、イソデ
シルジフェニルホスフェート及び２－エチルヘキシルジフェニルホスフェートの少なくと
も１種から選ばれる請求項１２８に記載のポリエステル組成物。
【請求項１３３】
　前記少なくとも１種の熱安定剤が燐酸ジブチルフェニル、燐酸トリフェニル、イソデシ
ルジフェニルホスフェート及び２－エチルヘキシルジフェニルホスフェートから選ばれる
請求項１２８に記載のポリエステル組成物。
【請求項１３４】
　前記少なくとも１種の熱安定剤が、燐酸トリフェニル及びメルポール（Ｍｅｒｐｏｌ）
Ａの少なくとも１種から選ばれる請求項１２８に記載のポリエステル組成物。
【請求項１３５】
　前記少なくとも１種の熱安定剤が、前記ポリエステルの総重量に基づき、１～１００ｐ
ｐｍの量で存在する請求項１２８に記載のポリエステル組成物。
【請求項１３６】
　前記少なくとも１種の熱安定剤が、前記ポリエステルの総重量に基づき、４～６０ｐｐ
ｍの量で存在する請求項１２８に記載のポリエステル組成物。
【請求項１３７】
　前記少なくとも１種の熱安定剤が、前記ポリエステルの総重量に基づき、５０～２５０
０ｐｐｍの量で存在する請求項１２８に記載のポリエステル組成物。
【請求項１３８】
　前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．３５～１ｄＬ／ｇである請求項１２８に記
載のポリエステル組成物。
【請求項１３９】
　前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．３５～０．７５ｄＬ／ｇである請求項１２
８に記載のポリエステル組成物。
【請求項１４０】
　前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．５０～１．２ｄＬ／ｇである請求項１２８
に記載のポリエステル組成物。
【請求項１４１】
　前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．５０～０．７５ｄＬ／ｇである請求項１２
８に記載のポリエステル組成物。
【請求項１４２】
　前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．５５～０．７５ｄＬ／ｇである請求項１２
８に記載のポリエステル組成物。
【請求項１４３】
　前記ポリエステルが９０～１２０℃のＴｇを有する請求項１２８に記載のポリエステル
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組成物。
【請求項１４４】
　前記ポリエステルが９５～１２０℃のＴｇを有する請求項１２８に記載のポリエステル
組成物。
【請求項１４５】
　前記ポリエステルが１００～１２０℃のＴｇを有する請求項１２８に記載のポリエステ
ル組成物。
【請求項１４６】
　前記ポリエステルが１０５～１１５℃のＴｇを有する請求項１２８に記載のポリエステ
ル組成物。
【請求項１４７】
　前記ポリエステルのグリコール成分が２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロ
ブタンジオール残基１５～２５モル％及びシクロヘキサンジメタノール残基７５～８５モ
ル％を含む請求項１、１２８及び１４５のいずれか１項に記載のポリエステル組成物。
【請求項１４８】
　前記ポリエステルのグリコール成分が２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロ
ブタンジオール残基１７～２３モル％及びシクロヘキサンジメタノール残基７５～８５モ
ル％を含む請求項１２８に記載のポリエステル組成物。
【請求項１４９】
　前記ポリエステルが１，３－プロパンジオール若しくは１，４－ブタンジオール又は１
，３－プロパンジオールと１，４－ブタンジオールとの混合物を含む請求項１２８に記載
のポリエステル組成物。
【請求項１５０】
　前記ポリエステルのジカルボン酸成分がテレフタル酸又はそのエステルを８０～１００
モル％含む請求項１２８に記載のポリエステル組成物。
【請求項１５１】
　前記ポリエステルのジカルボン酸成分がテレフタル酸又はそのエステルを９０～１００
モル％含む請求項１２８に記載のポリエステル組成物。
【請求項１５２】
　前記ポリエステルのグリコール成分がエチレングリコール残基を含む請求項１２８に記
載のポリエステル組成物。
【請求項１５３】
　ポリ（エーテルイミド）、ポリフェニレンオキシド、ポリ（フェニレンオキシド）／ポ
リスチレンブレンド、ポリスチレン樹脂、ポリフェニレンスルフィド、ポリフェニレンス
ルフィド／スルホン、ポリ（エステル－カーボネート）、ポリカーボネート、ポリスルホ
ン、ポリスルホンエーテル、ポリ（エーテル－ケトン）、請求項１に記載のポリエステル
以外のポリエステル及びそれらの混合物の少なくとも１種のポリマーを含む請求項１２８
に記載のポリエステル組成物。
【請求項１５４】
　前記ポリエステル組成物が少なくとも１種のポリカーボネートを含む請求項１２８に記
載のポリエステル組成物。
【請求項１５５】
　前記ポリエステル組成物が前記ポリエステル用の分岐剤を含む請求項１２８に記載のポ
リエステル組成物。
【請求項１５６】
　前記ポリエステル組成物が着色剤、離型剤、請求項１に記載した熱安定剤以外の熱安定
剤、可塑剤、成核剤、ＵＶ安定剤、熱安定剤、ガラス繊維、炭素繊維、充填剤、耐衝撃性
改良剤又はそれらの混合物の少なくとも１種の添加剤を含む請求項１２８に記載のポリエ
ステル組成物。
【請求項１５７】
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　前記ポリエステルを、錫化合物を含む重縮合触媒を用いて、製造する請求項１２８に記
載のポリエステル組成物。
【請求項１５８】
　前記ポリエステルが、ＡＳＴＭ　Ｄ２５６に従って厚さ１／８インチのバーを用いて１
０ｍｉｌのノッチによって２３℃で測定した場合に、少なくとも３ｆｔ－ｌｂｓ／ｉｎの
ノッチ付きアイゾッド衝撃強度を有する請求項１２８に記載のポリエステル組成物。
【請求項１５９】
　前記ポリエステルが、ＡＳＴＭ　Ｄ２５６に従って厚さ１／４インチのバーを用いて１
０ｍｉｌのノッチによって２３℃で測定した場合に、少なくとも３ｆｔ－ｌｂｓ／ｉｎの
ノッチ付きアイゾッド衝撃強度を有する請求項１２８に記載のポリエステル組成物を含む
ポリエステル組成物。
【請求項１６０】
　前記ポリエステル組成物を押出成形によって成形する請求項１２８に記載のポリエステ
ル組成物を含む製造品。
【請求項１６１】
　前記ポリエステル組成物を押出延伸ブロー成形によって成形する請求項１２８に記載の
ポリエステル組成物を含む製造品。
【請求項１６２】
　容器を含む請求項１２８に記載のポリエステル組成物を含む製造品。
【請求項１６３】
　ボトルを含む請求項１２８に記載のポリエステル組成物を含む製造品。
【請求項１６４】
　フィルム又はシートを含む請求項１２８に記載のポリエステル組成物を含む製造品。
【請求項１６５】
　ビュッフェ・スチームパン又はトレイを含む請求項１２８に記載のポリエステル組成物
を含む製造品。
【請求項１６６】
　（Ｉ）（ａ）（ｉ）テレフタル酸残基７０～１００モル％；
　　　　　　（ｉｉ）炭素数２０以下の芳香族ジカルボン酸残基０～３０モル％；及び
　　　　　　（ｉｉｉ）炭素数１６以下の脂肪族ジカルボン酸残基０～１０モル％
を含むジカルボン酸成分；並びに
　　　　（ｂ）（ｉ）２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残
基１～９９モル％；及び
　　　　　　（ｉｉ）シクロヘキサンジメタノール残基１～９９モル％
を含むグリコール成分
を含む混合物（ここで工程（Ｉ）において添加するグリコール成分／ジカルボン酸成分の
モル比は１．０～１．５／１．０である）を、１５０～２００℃から選ばれた少なくとも
１つの温度及び０～７５ｐｓｉｇの範囲から選ばれた少なくとも１つの圧力において、（
ｉ）少なくとも１種の錫化合物を含む少なくとも１種の触媒、並びに場合によっては、チ
タン、ガリウム、亜鉛、アンチモン、コバルト、マンガン、マグネシウム、ゲルマニウム
、リチウム、アルミニウム化合物及び水酸化リチウム又は水酸化ナトリウムを含むアルミ
ニウム化合物から選ばれた少なくとも１種の触媒と（ｉｉ）少なくとも１種の燐化合物、
その反応生成物及びそれらの混合物から選ばれた少なくとも１種の熱安定剤の存在下で、
加熱し； 
　（ＩＩ）工程（Ｉ）の生成物を、２３０～３２０℃の温度において工程（Ｉ）の最終圧
力～０．０２トル（絶対）の範囲から選ばれた少なくとも１つの圧力下で１～６時間加熱
して、最終ポリエステルを形成する（ここで最終ポリエステルのジカルボン酸成分の総モ
ル％は１００モル％であり且つ最終ポリエステルのグリコール成分の総モル％は１００モ
ル％である）工程を含んでなり、前記最終ポリエステルのインヘレント粘度が、６０／４
０（ｗｔ／ｗｔ）フェノール／テトラクロロエタン中で０．２５ｇ／５０ｍｌの濃度で２
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５℃で測定した場合に、０．３５～１．２ｄＬ／ｇであり且つ前記最終ポリエステルが８
５～２００℃のＴｇを有する、請求項１～１６０のいずれか１項に記載のポリエステルの
製造方法。
【請求項１６７】
　工程（Ｉ）において添加するグリコール成分／ジカルボン酸成分のモル比が１．０１～
１．５／１．０である請求項１６６に記載の方法。
【請求項１６８】
　工程（Ｉ）において添加するグリコール成分／ジカルボン酸成分のモル比が１．０３～
１．５／１．０である請求項１６６に記載の方法。
【請求項１６９】
　工程（Ｉ）において添加するグリコール成分／ジカルボン酸成分のモル比が１．０３～
１．３／１．０である請求項１６６に記載の方法。
【請求項１７０】
　工程（Ｉ）において添加するグリコール成分／ジカルボン酸成分のモル比が１．０５～
１．５／１．０である請求項１６６に記載の方法。
【請求項１７１】
　工程（Ｉ）において添加するグリコール成分／ジカルボン酸成分のモル比が１．０５～
１．２／１．０である請求項１６６に記載の方法。
【請求項１７２】
　工程（Ｉ）において添加するグリコール成分／ジカルボン酸成分のモル比が１．０５～
１．３／１．０である請求項１６６に記載の方法。
【請求項１７３】
　工程（Ｉ）において添加するグリコール成分／ジカルボン酸成分のモル比が１．０５～
１．１５／１．０である請求項１６６に記載の方法。
【請求項１７４】
　工程（ＩＩ）の加熱時間が１～４時間である請求項１６６～１７３のいずれか１項に記
載の方法。
【請求項１７５】
　最終ポリエステル中の総錫原子対総燐原子の重量比が２～１０：１である請求項１６６
～１７４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１７６】
　最終ポリエステル中の総錫原子対総燐原子の重量比が５～９：１である請求項１７５に
記載の方法。
【請求項１７７】
　最終ポリエステル中の総錫原子対総燐原子の重量比が６～８：１である請求項１７６に
記載の方法。
【請求項１７８】
　最終ポリエステル中の総錫原子対総燐原子の重量比が７：１である請求項１７７に記載
の方法。
【請求項１７９】
　最終ポリエステル中に存在する錫原子の量が、最終ポリエステルの重量に基づき、錫原
子２５～４００ｐｐｍであることができる請求項１６６～１７８のいずれか１項に記載の
方法。
【請求項１８０】
　最終ポリエステル中に存在する錫原子の量が、最終ポリエステルの重量に基づき、錫原
子４０～２００ｐｐｍであることができる請求項１７９に記載の方法。
【請求項１８１】
　最終ポリエステル中に存在する錫原子の量が、最終ポリエステルの重量に基づき、錫原
子５０～１２５ｐｐｍであることができる請求項１８０に記載の方法。
【請求項１８２】
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　最終ポリエステル中に存在する燐原子の量が、最終ポリエステルの重量に基づき、錫原
子１～１００ｐｐｍであることができる請求項１６６～１８１のいずれか１項に記載の方
法。
【請求項１８３】
　最終ポリエステル中に存在する燐原子の量が、最終ポリエステルの重量に基づき、燐原
子４～６０ｐｐｍであることができる請求項１６６～１８２のいずれか１項に記載の方法
。
【請求項１８４】
　最終ポリエステル中に存在する燐原子の量が、最終ポリエステルの重量に基づき、燐原
子６～２０ｐｐｍであることができる請求項１８３に記載の方法。
【請求項１８５】
　工程（Ｉ）において使用する触媒が少なくとも１種の錫化合物及び少なくとも１種のチ
タン化合物を含む請求項１～１８４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１８６】
　工程（Ｉ）において使用する触媒が少なくとも１種の錫化合物から本質的になる請求項
１～１８４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１８７】
　前記錫化合物がブチル錫トリス－２－エチルヘキサノエート、ジブチル錫ジアセテート
、ジブチル錫オキシド及びジメチル錫オキシドの少なくとも１種から選ばれる請求項１～
１８６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１８８】
　（Ｉ）（ａ）（ｉ）テレフタル酸残基７０～１００モル％；
　　　　　　（ｉｉ）炭素数２０以下の芳香族ジカルボン酸残基０～３０モル％；及び
　　　　　　（ｉｉｉ）炭素数１６以下の脂肪族ジカルボン酸残基０～１０モル％
を含むジカルボン酸成分；並びに
　　　　（ｂ）（ｉ）２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残
基１～９９モル％；及び
　　　　　　（ｉｉ）シクロヘキサンジメタノール残基１～９９モル％
を含むグリコール成分
を含む混合物（ここで工程（Ｉ）において添加するグリコール成分／ジカルボン酸成分の
モル比は１．０～１．５／１．０である）を、１５０～２００℃から選ばれた少なくとも
１つの温度及び０～７５ｐｓｉｇの範囲から選ばれた少なくとも１つの圧力において、少
なくとも１種の錫化合物を含む少なくとも１種の触媒並びに、場合によっては、チタン、
ガリウム、亜鉛、アンチモン、コバルト、マンガン、マグネシウム、ゲルマニウム、リチ
ウム、アルミニウム化合物及び水酸化リチウム又は水酸化ナトリウムを含むアルミニウム
化合物から選ばれた少なくとも１種の触媒の存在下で、加熱し； 
　（ＩＩ）工程（Ｉ）の生成物を、２３０～３２０℃の温度及び工程（Ｉ）の最終圧力～
０．０２トル（絶対）の範囲から選ばれた少なくとも１つの圧力において、少なくとも１
種の燐化合物、その反応生成物及びそれらの混合物から選ばれた少なくとも１種の熱安定
剤の存在下で１～６時間加熱する（ここで最終ポリエステルのジカルボン酸成分の総モル
％は１００モル％であり且つ最終ポリエステルのグリコール成分の総モル％は１００モル
％である）工程を含んでなり、前記最終ポリエステルのインヘレント粘度が、６０／４０
（ｗｔ／ｗｔ）フェノール／テトラクロロエタン中で０．２５ｇ／５０ｍｌの濃度におい
て２５℃で測定した場合に、０．３５～１．２ｄＬ／ｇであり且つ前記最終ポリエステル
が８５～２００℃のＴｇを有する請求項１～１６５のいずれか１項に記載のポリエステル
の製造方法。
【請求項１８９】
　工程（Ｉ）において添加するグリコール成分／ジカルボン酸成分のモル比が１．０１～
１．５／１．０である請求項１８８に記載の方法。
【請求項１９０】
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　工程（Ｉ）において添加するグリコール成分／ジカルボン酸成分のモル比が１．０３～
１．５／１．０である請求項１８８に記載の方法。
【請求項１９１】
　工程（Ｉ）において添加するグリコール成分／ジカルボン酸成分のモル比が１．０３～
１．３／１．０である請求項１８８に記載の方法。
【請求項１９２】
　工程（Ｉ）において添加するグリコール成分／ジカルボン酸成分のモル比が１．０５～
１．５／１．０である請求項１８８に記載の方法。
【請求項１９３】
　工程（Ｉ）において添加するグリコール成分／ジカルボン酸成分のモル比が１．０５～
１．２／１．０である請求項１８８に記載の方法。
【請求項１９４】
　工程（Ｉ）において添加するグリコール成分／ジカルボン酸成分のモル比が１．０５～
１．３／１．０である請求項１８８に記載の方法。
【請求項１９５】
　工程（Ｉ）において添加するグリコール成分／ジカルボン酸成分のモル比が１．０５～
１．１５／１．０である請求項１８８に記載の方法。
【請求項１９６】
　工程（ＩＩ）の加熱時間が１～４時間である請求項１８８～１９５のいずれか１項に記
載の方法。
【請求項１９７】
　最終ポリエステル中の総錫原子対総燐原子の重量比が２～１０：１である請求項１８８
～１９５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１９８】
　最終ポリエステル中の総錫原子対総燐原子の重量比が５～９：１である請求項１９７に
記載の方法。
【請求項１９９】
　最終ポリエステル中の総錫原子対総燐原子の重量比が６～８：１である請求項１９８に
記載の方法。
【請求項２００】
　最終ポリエステル中の総錫原子対総燐原子の重量比が７：１である請求項１９９に記載
の方法。
【請求項２０１】
　最終ポリエステル中に存在する錫原子の量が、最終ポリエステルの重量に基づき、錫原
子２５～４００ｐｐｍであることができる請求項１８８～２００のいずれか１項に記載の
方法。
【請求項２０２】
　最終ポリエステル中に存在する錫原子の量が、最終ポリエステルの重量に基づき、錫原
子４０～２００ｐｐｍであることができる請求項２０１に記載の方法。
【請求項２０３】
　最終ポリエステル中に存在する錫原子の量が、最終ポリエステルの重量に基づき、錫原
子５０～１２５ｐｐｍであることができる請求項２０１に記載の方法。
【請求項２０４】
　最終ポリエステル中に存在する燐原子の量が、最終ポリエステルの重量に基づき、錫原
子１～１００ｐｐｍであることができる請求項１８８～２０３のいずれか１項に記載の方
法。
【請求項２０５】
　最終ポリエステル中に存在する燐原子の量が、最終ポリエステルの重量に基づき、燐原
子４～６０ｐｐｍであることができる請求項２０１に記載の方法。
【請求項２０６】
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　最終ポリエステル中に存在する燐原子の量が、最終ポリエステルの重量に基づき、燐原
子６～２０ｐｐｍであることができる請求項２０１に記載の方法。
【請求項２０７】
　工程（Ｉ）において使用する触媒が少なくとも１種の錫化合物及び少なくとも１種のチ
タン化合物を含む請求項１～２０６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２０８】
　工程（Ｉ）において使用する触媒が少なくとも１種の錫化合物から本質的になる請求項
１～２０６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２０９】
　前記錫化合物が、ブチル錫トリス－２－エチルヘキサノエート、ジブチル錫ジアセテー
ト、ジブチル錫オキシド及びジメチル錫オキシドの少なくとも１種から選ばれる請求項１
～２０８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２１０】
　（Ｉ）（ａ）（ｉ）テレフタル酸残基７０～１００モル％；
　　　　　　（ｉｉ）炭素数２０以下の芳香族ジカルボン酸残基０～３０モル％；及び
　　　　　　（ｉｉｉ）炭素数１６以下の脂肪族ジカルボン酸残基０～１０モル％
を含むジカルボン酸成分；並びに
　　　　（ｂ）（ｉ）２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残
基１～９９モル％；及び
　　　　　　（ｉｉ）シクロヘキサンジメタノール残基１～９９モル％
を含むグリコール成分
を含む混合物（ここで工程（Ｉ）において添加するグリコール成分／ジカルボン酸成分の
モル比は１．０～１．５／１．０である）を、１５０～２００℃から選ばれた少なくとも
１つの温度及び０～７５ｐｓｉｇの範囲から選ばれた少なくとも１つの圧力において、少
なくとも１種の錫化合物を含む少なくとも１種の触媒並びに、場合によっては、チタン、
ガリウム、亜鉛、アンチモン、コバルト、マンガン、マグネシウム、ゲルマニウム、リチ
ウム、アルミニウム化合物及び水酸化リチウム又は水酸化ナトリウムを含むアルミニウム
化合物から選ばれた少なくとも１種の触媒の存在下で加熱し； 
　（ＩＩ）工程（Ｉ）の生成物を、２３０～３２０℃の温度及び工程（Ｉ）の最終圧力～
０．０２トル（絶対）の範囲から選ばれた少なくとも１つの圧力において１～６時間加熱
して、最終ポリエステルを形成する（ここで最終ポリエステルのジカルボン酸成分の総モ
ル％は１００モル％であり且つ最終ポリエステルのグリコール成分の総モル％は１００モ
ル％である）工程を含んでなり、少なくとも１種の燐化合物、例えば少なくとも１種の燐
酸エステルを工程（Ｉ）、工程（ＩＩ）及び／又は工程（Ｉ）と（ＩＩ）に添加し、且つ
前記燐化合物の添加が本発明において有用な最終ポリエステル中の総錫原子対総燐原子の
重量比を２～１０：１とする請求項１～２０９のいずれか１項に記載の少なくとも１種の
ポリエステルの製造方法。
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